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オッテセン＝イェンセンの優生思想とその後

一一知的ハンディのある人の人生に与えた影響一一

朝団千恵

はじめに

IDUN Vol.21で，スウェーデンにおける性教育のパイオニアであるノルウェー

人ジャーナリスト、エリーセ・オツテセン＝イェンセンEliseO眠 sen-Jensenの自

伝をもとにその生涯を紹介した．オッテセン＝イェンセンが取り組んだのは家族

計画，性教育の普及だけでなく，養子縁組の組織化，同性愛を禁じる法律の廃止

を求める運動など広範にわたる．なかでも 1920,30年代に展開した「性の法律」

すなわち避妊禁止法と堕胎禁止法廃止に向けた活動の功績は大きく，朝田1でも

取り上げた．しかし一方で，精神疾患やてんかん，知的ハンディのある人たちに

結婚を認める条件として不妊手術を課そうとするなど，オッテセン＝イェンセン

の当時の主張は明らかに優生思想に基づくものだが，自伝ではあまり触れられて

いない．本稿ではこの点をもう少し掘り下げ，オッテセン＝イェンセンの主張や

活動がのちにどのような影響を与えたのか，当時の社会的背景と現在に至るまで

の知的ハンディのある人のための施策と社会の変遷を見ていきたい．

1.優生思想から北欧における優生保護法への流れ

まず優生思想から北欧における優生保護法への流れを市野川などの研究をもと

に簡単に整理しておく. 1859年，イギリスのチャーノレズ・ダーウィン Charles

Darwinが『種の起源』で自然淘汰と適者生存に基づく進化論を説いたことで，

西欧ではキリスト教の自然解釈がゆらぎ，それまでの世界解釈がしだいに崩れて

いった. 1870年代以降は，自然淘汰などのダーウィンの考え方を通して人間や

社会進化を解釈しようとする社会ダーウィニズムが大流行する． 「宗教的迷走を

打破してみせた自然科学こそ，合理的で確実な新しい倫理や生活規範の根拠を提

示してくれるものと信じ」 「さらには自然科学に立脚した新しい生活改善運動を

生み出していった．それは，教育改革にはじまり，婦人解放であったり，社会主

義的運動であったり，優生学や公衆衛生であったりした」 2. 1883年，ダーウィ

ンのいとこ，フランシス・ゴルトン FrancisGaitanが著書で「優生学eug町田」

ということばを用いてこれを「一般の生物と同様に人聞の優良な血統をすみやか

1朝田（却14: 324-326). 
2米本（2000:16). 
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に増やす諸要因を研究する学問的立場」 3とし， 1904年には第 1回イギリス社会

学会で「優生学一ーその定義・展望・目的」と題する講演を行なった優生学と

は「新興の自然科学によって人間みずからがその自然的運命を改良しようとした

ものJ4であり，第一次世界大戦によってそれまでの価値観や諸制度が崩壊する

と， 「進化論と遺伝の原理を人聞にも応用しようとする立場J5の社会ダーウィ

ニズムの提案が現実味をもって社会に受容されはじめる. 1920年代には欧米諸

国で優生政策が議論され，北欧やドイツなど，実施に移す国が出てきた．市野川

は，北欧における優生学の浸透が社会民主主義政権下における障害者福祉の整備

と並行している点を指摘している．

スウェーデンは優生学（人種衛生学）研究の盛んだったドイツとのつながり

が強く， 1909年「スウェーデン人種衛生学会」が設立された. 1922年には人

種生物学の分野においては世界初の国立研究所として「スウェーデン人種生物

学研究所』を設立， 「純粋なスウェーデン人と混血児を区別するために基準に

なる指標J6を発表した. 1915年「婚姻法」改正では精神疾患のある人，てんか

ん患者，知的ハンディのある人の結婚が改めて禁止され，さらに 1934年には社

民党ノ、ンソン政権下で「特定の精神疾患患者・精神薄弱者・その他の精神的無能

力者の不妊化に関する法律」 （断種法）が制定された 「その第一条は“精神疾

患，精神薄弱，その他の精神機能の障害によって，子どもを養育する能力がな

い場合，もしくはその遺伝的資質によって精神疾患ないし精神薄弱が次世代に

伝達されると判断される場合，そのものに対し不妊手術を実施できる”と定めて

いる」 1. 不妊手術は医師の鑑定に基づいて行なわれ，本人の同意は必要なかっ

た. 1935年には「人口調査委員会」が断種法の実施状況について報告書をまと

めた． 「“発達遅滞のみならず，反社会的性向を有している人聞は，性的抑制を

欠いている場合が多く，不妊手術が望ましい．正確な統計データはないが，こう

いう人聞は明らかに多産である．こういう人間の多産を不妊手術によって抑える

ことは，優生学的見地からも，また社会的見地からも重要である”（「スウェー

デンにおける不妊手術」 『ユージェニック・レピュー』第一九巻） Jベ 1938年，

中絶法が制定され，医学的指標（妊娠と出産によって女性の生命と健康が危ぶま

れる場合），人道的指標（レイプなど犯罪行為の結果として妊娠させられた場

合），優生学的指標（生まれてくる子どもが先天的な疾患やハンディをもってい

3米本（2000:14). 

4米本（2000:16). 
5米本（2000:16). 
6二文字（2000:12). 

7市野川（2000: 119). 

8市野川（2000: 120). 
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ると予想される場合）に妊娠中絶を合法としたが9，優生学的理由で中絶する場

合，同時に不妊手術を受けることが義務付けられた 1941年の断種法改正では

本人の同意を必要とすることが明記されたが，実態は半強制的に実施されていた．

デンマークでも 1855年に始まった知的・視覚・聴覚にノ、ンディのある人のた

めの民間施設，学校はやがて国が財政を負担するようになった. 1920年，全国

の知的ノ、ンディのある人のための施設の代表が政府に対して，知的ハンディの

ある人への不妊手術を検討する委員会の設置を要求．社会民主党のKKステイ

ンケKK Steinckeは著書『社会福祉の未来像』 (1920）で優生学を取り上げ，

「優生政策の実施によって，社会福祉を必要とするような人びとが減少すれば，

その分，彼らにより多くのサーピスを，より人道的な形で提供できるようにな

る」 10と主張，不妊手術に関する検討委員会の設置を目指した. 1922年には，

知的ノ、ンディ，重い精神疾患のある人が結婚する場合は，法務大臣の許可を必

要とする婚姻法が定められた11. 1929年の社会党スタウニング Sta山由g政権下

で「不妊化の許可に関する法律」 （断種法）が制定され，性犯罪の恐れのある

者と同性愛者に対する去勢手術，精神病院や施設で暮らす「異常者」に対する

不妊手術を合法化した．また手術には本人の同意を必要としたが，本人の同意

能力が期待できない場合は，後見人の代理申請でも可とした. 1933年， 「公的

扶助法」が制定され，知的ハンディのある人への公的なケアの提供，その費用

負担と施設増設が定められ，固と地方自治体による知的障害者福祉の公的保障

を達成，知的ハンディのある人はすべて国家の管理下に置かれることになった．

1934年， 「精神薄弱者の処遇に関する法律」 (29年断種法の改正版）の制定

により，施設入所の強制を合法化，入所者への不妊手術を強制化，その対象を

未成年者にまで拡大した．また 1935年の「不妊手術と去勢手術の許可に関する

法律」により，遺伝性とされたハンデイのある人への不妊手術，性犯罪の恐れ

がある人への去勢手術が合法化された1z.

1997年，スウェーデンの日刊紙「ダーゲンス・ニーへーテル」が， 1930年代

以降，北欧諸国が強制的な不妊手術を行なっていたことを報じ，日本を含む世界

91946年の中絶法改正により，経済的指標による中絶も認められた．
10市野川（2000: 111). 
11市野川は，こうした婚姻規制がワイマーノレ期のドイツでは立法化にまでは至らず，ナチス政
権下の 1935年になって制定併細健康法）されたことから，デンマークが優生政策の面では
ドイツの一歩先を歩んでいたと指摘している．

U同様にドイツの人種衛生学に強く影響を受けていた日本では，戦時中の 1叫O年に「国民優
生法」 （断種法）が，戦後1948年には「優生保護法」 （優生政策の強化，中絶規制の餅日）
が成立した．その後1996年， 「優生保護法」は優生条項を削除し，不妊手術を強制できる規
定を廃止， 「母体保護法」へと改正された．
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中に衝撃を与えた13，スウェーデン政府は報道の 2週間後に調査委員会を設置，

経済的補償案をまとめた中間報告書M を発表， 1999年には「不妊手術患者への

補償に関する法律」と「不妊手術患者補償委員会規則」を成立させ，被害者救済

にあたった.2000年には被害者へのインタビューを含む資料を掲載した最終報

告書15で強制不妊手術の実態と背景を明らかにしている16.

2.オッテセン＝イェンセンと人種衛生学

1886年にノルウェー西海岸ヤーレンの牧師家庭に生まれたエリーセ・オッテ

セン＝イェンセンは， 1908年からトロンハイム，ベノレゲンで速記者，新聞記者

として働いていた．小児性愛犯罪防止のための議論を理解するために読んだスイ

スの精神科医アウグスト・フォレル AugusteForelの著書 『性の疑問」をきっか

けに，性犯罪に限らず，性知識の欠知が原因となっている社会の諸問題に深く関

心を抱くようになる．第一次世界大戦の勃発とともにとともに反軍国主義で社会

活動家のスウェーデン人で，のちに夫となるアルパット・イェンセン Albert

Jensenとノルウェーからデンマークに渡った.1915年から 1919年，オスロの労

働組合系の通信社と新聞社の特派員としてコベンハーゲンに暮らし，その後，ス

ウェーデンに移る．ストックホルムの新聞社で産児制限について記事を書いたり，

女性の紙面を担当したりすると，やがて社会民主主義系，労働組合系組織からの

要請を受け，スウェーデン中で詩買をするようになった．各地で堕胎の失敗，嬰

児殺しなどの社会的問題，多産や失業による社会的貧閏を目の当たりにすると，

避妊具の販売や避妊方法の指導を禁じた避妊禁止法17，堕胎禁止法18を無視して，

オッテセン＝イェンセンは巡回講演の先々で妊娠の診察と避妊方法の指導も行

なった．必要とあらば中絶手術に手を貸してくれる医者を手配するなど， 1930

年代終わりまで，こうした現場での支援を続けている19.

131997年の報道から最終報告書までの流れと報告書の概要は二文字・椎木に詳しい．

14 s町五縮担件ゆr i Sverige 1兜5-19花園日onomi立 ersa臨時 sou1999 : 2 

h即：／／www.regerin'{i田 .se/ra田dokument/：嗣.tens-offentliga-utredr世igar/19卯1/01/s叩ー1卯92/
店 S悶 1iseringsfr量伊ni Sverige 1935・1975出 回iskbelysni時ー Kar曲ggning-In町 vjuerSOU 

2000 : 20 htゆ：／／www.問：gering1四・詑／rattsd出 Iment/：由回s-offentli伊・u出血血伊r/2000/03/s凹・
2000却／

16北欧と同じく強制不妊手術を実施してきた日本では，実態調査も被害者補償も実施されてい

ない.2016年，国連の女性差別撤廃委員会は優生保護法のもとでの強制不妊手術の被害者へ

の補償を日本政府に勧告しているh即：／／m血制止Jp／：副cles/20160313/kOO/OOm/040/0：辺倒>Oc
171938年廃止

路 1938年中絶法により，医学的理由・社会医学的指標，人道的指標，優生学的指標による中絶

が認められ， 1946年には経糊句理由による中絶が認められた．
19朝田（却14).
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裕福で敬度なキPスト教の牧師一家に育ったオッテセン＝イェンセンだが，幼

いころから貧富の差や社会的階級，ユダヤ人差別などに対して疑問と怒りを感じ

る，非常にラジカルな，思想の持主だったまた厳格なキリスト教徒の父や当時の

北欧社会が，未婚の母となった妹の人生を台無しにしたという思いが彼女のなか

では強く，宗教や古い慣習で人々の性行動を規制，管理するのではなく，性科学

に基づく正しい性知識を必要とする人に届けようとしたノルウェ一時代から自

然科学の進歩を追い，当時の研究をもとに病気の新しい治療法や栄養学，住まい

と身体の衛生，さまざまな疾患や栄養失調への対処法などの記事を書いている．

ただしトールグレンG山岨a百1orgrenはこうした記事の内容から，無批判なキリ

スト教信奉に対して非常に用心深かったオッテセン＝イェンセンが，新しい自然

季伴に対しては一切疑うところがなく，科学主義的な一面があった点を指摘して

いる20. オッテセン＝イェンセンのこの傾向は，前述した社会ダーウィニズム勃

興期の社会的傾向に一致する．

人種衛生学（優生学）の実践を組織したドイツの優生学者プレツツ Alfred

Ploetzとつながりの深いノルウェ一人化学者ミョーン JonAlfred問0enが

R幼児~en 『人種衛生学』（1914）を発表し，オッテセン＝イェンセンの勤めていた

新聞社に記事を寄せるようになると，その著作を通してオツテセン＝イェンセン

は優生学に傾倒していく. 1920年代には人種衛生学の熱心な代弁者となり，

1923年以降はミョーンを引用した記事「生きる権利と生命を生み出す権利は区

別しなければならない」，十分なケアを受けられないまま，劣悪な環境で生きて

いくしかない状況を取り上げた「白痴として生まれた子どもを生きながらえさせ

ることは人道的か」などの記事を書いている21.1920年代後半，精神科医で社会

民主党議員のペトレーン AlfredPe紅白が，社会的課題として顕在化してきた知

的ハンディや精神疾患のある人のために施設建設を主張したのに対して，オッテ

セン＝イェンセンはスウェーデンの失業率の高さと貧困の現状，施設増設による

財政の影響，人手不足の施設での劣悪な生活環境を指摘，むしろ予防的産児制限

の重要性を訴えた．避妊について専門的な説明を行なうか，責任ある行動を期待

できない場合には，断種（不妊手術）の説明をした上で，手術を結婚の条件にす

る．これが効果的でない場合には，不幸な子どもの誕生を避けるために，医者が

中絶手術を行なえるようにすることを強く提案した22. 前述したように，オッテ

セン＝イェンセンの主張はのちに法制化されていくが，本人に説明を尽くし，

個々のケースに対応することは実現していない．

加古m弔問l(2011 : 232). 

21τ'ho喝ren(2011：お6-237).
2朝田（却14:3お）．
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オッテセン＝イェンセンはケアが必要で生涯働くこともできない，重いハン

ディを抱えた人々の生きる意味，人間としての価値を信じることができなかっ

た. 1920年代には人間愛や人道主義の名のもとの積極的安楽死を支持していた．

トールグレンはこれを，医者がその判断を下し，モルヒネ注射による新生児の安

楽死を可能にすべきとしたプレッツとミョーンの影響ではないかとしている．

1939年から 1941年にかけて，ナチスドイツは精神疾患のある人，ケアを必要と

する人，視覚，聴覚にハンディのある人や知的ハンディのある人，アルコール依

存症の人などを対象とした安楽死計画を実行に移した．オッテセン＝イェンセン

はこれ以降， 20年代に熱心に支持した優生思想について語ろうとしなかったお．

のちの 1959年，インドのニュー・デリーで開催された IPPF国際家族計画連盟

第 6回世界大会では，途上固における人口増大が大きな問題として取り上げら

れ，理事会では，人口過多を背景に家族計画を考えた場合，有効な手段として断

種を推奨すべきかどうかが話し合われていたが，ヨーロッパでナチスドイツが

「価値の低い人々」に対して実施した断種を，ここでまた許してはならないと

却下した．オッテセン＝イェンセンはこの判断を評価している．自伝では IPPF

ニュー・デリー大会の折，スウェーデン大使館に招待されたオッテセン＝イェ

ンセンが， 1934年に妻アルヴァ AlvaMyrdalと『人口問題の危機』を出版した

グンナル・ミュールダール GunnarMyrdalと断種問題について議論したことに

ついて触れている．断種すれば二度ともとには戻せないことを主張するも，

「断種を進めなければ，飢えて死ぬ子どもを産み落とすことに賛成するも同じ

だということがわかっていなしリとミュールダールに指摘され，オッテセン＝

イェンセンは反論できなかった．しかし戦後は断種によらない，避妊教育によ

る産児制限を推すようになっていった24.

3. 知的ノ、ンディのある人のおかれた状況

1920年代にオッテセン＝イェンセンが遺伝性の疾患やハンディのある人への

避妊，不妊手術の必要性を訴えた理由のひとつには，スウェーデン各地の入所施

設での状況もあった自伝のなかでは母子感染で梅毒に冒された子どもの施設や，

施設に暮らす知的ハンディのある親から知的ハンディを負った子どもが何人も生

まれ，里子に出される現状に触れている．たとえば『スウェーデンにおける施

設解体』おはスウェーデンのユーテボリにあった知的ハンディのある人のため

の入所施設ベタニアの 100年史（1895年から 1995年の施設解体まで）だが，

沼恒m弔問l(2011 : 238・239).

uo坑esen-Jen記n(1%6:182-183). 

Z ラーション他（2000:8・99).
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そこにはオッテセン＝イェンセンの生きた時代を含む，知的ハンディのある人の

ための施設の変遷が描かれている. 1890年代終わりに小規模の民間施設として

始まった授産施設が 1910年前後には利用者数が急増し，手l幼児施設から学齢児

用施設，成人用の授産施設へと拡大， 20年代には大規模入所施設へと発展して

いった．ベタニアは， 30年代の大規模化に伴って当初の家庭的な雰囲気を失い，

官僚主義的な管理組織へと変化した元入所者や職員へのインタピューでは 50

年代から 70年代の施設内の様子が語られているが，個室ではなく 5,6人部屋

があたりまえで，入浴は週に 1度，年齢や性別で住まう棟が分かれており，施

設内での自由は著しく制限されていた．また住まいと教育，作業の場は同じ勝也

内にあるという状況である．

北欧では 1940年代からこうした大規模施設での非人道的な扱いに対する批判

が出はじめ， 1950年代初頭にデンマークで知的ノ、ンディのある人の親の会が発

足すると，政府に施設の小規模化などの要望が寄せられるようになった．デン

マークでは，社会省のパンクーミケルセンNeilsErik Bank-Mikkelsenが個人の立

場で親の会に共鳴し， 「ノーマライゼーション」ということばを用いて会の要望

書をまとめ，これをもとに「知的障害者ができるだけノーマルな生活を送られる

ようにすること」と前文に記した「1959年法』が制定されたお．スウェーデンで

は 1960年代，スウェーデンの知的ハンディのある人々のための協会のニィリエ

Be喝tNirjeが「ノーマライゼーションの原理」をさらに発展させ， 1967年にこ

れを基調とする知的ハンディのある人に包括的な地域福祉サーピスを提供する

新法「精神発達遅滞者ケア法」幻が施行された. 1970年代以降スウェーデンで

は徐々に，知的ハンディのある人の生活状況が改善していった28.

なおスウェーデンで，施設暮らしの知的ハンディのある人の生活が本当の意味

で大きく変わるのは， 1986年の「精神発達遅滞者等特別援護法（新援護法）」

による入所施設解体の方針が出されてからのことである. 1994年には「一定の

機能的な障害のある人々に対する援助とサーピスに関する法律（LSS）」及び

「LSS施行法」により， 1999年末までに入所施設を解体することが定められた29.

これを受けてグループホームやサーピス付きアパートが整備され，脱施設化と地

域移行が進められた結果， 2000年以降，スウェーデンに入所施設は統計上，存

在しない．グループホーム内での人間関係や地域社会との交流の難しさなどから

グループホーム自体のミニ施設化が指摘されているがm’少人数の住まいで家庭

舗花村（1998:80剖）．
B小比賀・河東田（1984:2). 
28ニィリエ（2000:131・133).

匁河東田（2000:173). 

初河東田（羽田： 23).
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的な雰囲気のなか，物理的・人的支援を受けながら質の高い生活が保証されてい

る．

4 知的ノ、ンディのある親から生まれてくる子どもたち

スウェーデンで 1915年の婚姻法改正で改めて結婚を禁じられていた知的ハン

ディのある人たちも 1973年に婚姻禁止令が廃止され， 74年の中絶法では本人の

意志に反する中絶が禁じられた．一方で 1933年にオッテセン＝イェンセンらが

設立したスウェーデン性教育連盟の熱心な活動と政府への働きかけがあり，

1942年，性教育義務化の政府勧告， 1945年には教師用手引書の発行， 1964年

設置の F性と人間関係調査委員会」の研究により 1977年に新版教師用手引書が

発行された．この新版手引書には知的ハンデイのある児童についての記載もあり，

「障害児（者）性教育への指針」 となった学校卒業後の成人教育講座では知

的ハンディのある人のための性教育講座を開催したり，知的ハンディのある人も

含めた青少年のための性の相談所や知的ハンディのある母親たちの話し合いの場

を設けたり，妊娠中の女性への援助提供など，さまざまな支援が行なわれるよう

になっていった31.

こうしたなか 1979年にスウェーデンの日刊紙「ダーゲンス・ニーへーテル」

上で，知的ハンディのある親が子どもを作ることの是非が 1年にわたって議論

されている. 1980年2月15日の社説では，スウェーデン社会庁の「ちえ遅れの

人が親になることに関する助言と指導についての提案」では子どもが十分に守ら

れないとし，知的ハンディのある人が親になることに対して社会がはっきりと

制限する態度を示すべきだとある32，また同年 1月 29日には，知的ハンディが

あっても子育てはできると反論する当事者の声が掲載されているお．ストックホ

ルム県はこの紙上論争を受け， 2回目の「ちえ遅れ両親の実態調査Jを開始，調

査分析と対応策の検討を行なったプロジェクトチームが 1983年「ちえ遅れ両親

に関するプロジェクト・レポート」にまとめたレポート概要を伝える小比賀・

河東田によると， 1983年のストックホルム県リハピPテーション局に登録され

ていた知的ハンディのある人約5000人のうち，自分の家族を作っていたのは55

組で， 38組がカップルのふたりともに知的ハンディがあり， 17組がどちらか一

方に知的ハンディがあった知的ハンディのある女性はハンディをもたない男性

と結婚あるいは同棲しているのが一般的な組み合わせである.55家族には計 97

人の子どもがあり， 62%の家族がひとりつ子である．子どもの 25%が旧児童保

31小比賀・河東田（1984:2). 

忽Johans抑 1・Wrenne(l9兜： 82-86).

お Joha田町1・Wrenne(1990: 86・回）．
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護法 (1961年発効）または青年保護特別決定法により家庭外で育てられていた．

家庭で育てられていた 67人の子どものうち 8%が知的ハンディをもっとしてリ

ハピリテーション局に登録されていた親族や行政委員からの聞き取りでは，知

的ハンディのある人たちは自分が子どもの世話や養育に不適当であることを認識

しているという．レポートは妊娠判明後のさまざまな社会的援助の調整，各専門

職員の責任分担，財政的裏付け，援助内容の検討への当事者の参加，援助計画の

文書化と本人の同意などが重要であると指摘すると同時に，当事者が自分自身に

対する現実的認識をもち，子どもの世話や養育ができない人は子どもをもたない

ようにすべきであるとし，若者には学校生活の聞に性と生活の教育とともに，知

的なハンディキャップの自己認識を育成するよう多くの可能性が与えられなけれ

ばならないとしている．

スウェーデンでは，知的ハンディのある親についての全国的な統計はない．し

たがって，知的ハンディのある親をもっ子どもの数も不明だが，いくつかの研究

結果からは，そうした子どもの数は減少傾向にあることがわかっている34，たと

えばスカラポーリ県（現ヴェストラ・ユータランド県）での調査では，登録され

ている知的ハンディのある女性のうち出産した人の割合が 1960,70年代は約

30%だったのに対し， 1980,90年代は約 15%まで低下したお．出産件数の減少

はさまざまな説明が考えられるが，バーゲル B何eBag erは主な理由として，知

的ハンディのある女性たちが心理社会的支援を受けられるようになり，またピ

ノレや避妊リングなどの避妊具について知ったことで妊娠・出産を制限するよう

になったことを挙げている．

1982年の「障害者に関する世則子動計画」， 1993年の「障害をもっ人びとの

機会均等化に関する基準原則」を経て， 2006年に国連は人権条約として「障害

者の権利に関する錦町を採択， 「この剣M，全ての障害者によるあらゆる人

権及び基本的自由の完全かっ平等な享有を促進し，保護し，及ひ・確保すること並

びに障害者の固有の尊厳の尊重を促進することを目的とする． （後略）」%とし

た一方で 1989年に国連は「児童の権利に関する剣山 （子どもの権利錦町

を採択し，翌年スウェーデンがこれに批准してからは，子どもの基本的なニーズ

を満たすことがさらに重視されるようになり，親子関係に焦点を当てた過去の調

査や研究を分析した“Foriih伽 rmedutve(必'ngsst6ming侃泊 der郡白m-vad盆ms

det !Or kunskap？『知的ハンディのある親とその子どもーなにがわかっているの

か？』”α005）や，子どもへの支援や取り組み，関係者の協働態勢を築いていくた

34So由h明d悶 l（：忽泊5:17). 

指Bager（：加3:24). 

お障害者の権利に関する条約第一条目的 http://www.mofa.go伊／mofaj/files/000018093.pdf
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めの知識やアイディアをまとめた"Bamsom har動説おrmed ut:vec.組事的同事

『知的ノ、ンディのある親をもっ子ども』”（2007）などが社会庁から刊行された．し

かし知的J、ンディのある親の権利を守る立場と，子どもの視点からみた援助のあ

いだにはジレンマも生じる．両者が最良の生活状況を享受できるようにするため

にはどのような支援を行なうことができるのかに焦点を当てた議論が必要である

としている-.n.

5.おわりに

ここまで，北欧における優生思想の流れから，現在に至る知的ハンディのある

人の結婚と出産をめぐる社会と政策の変還を見てきた．いま，妊娠，出産するか

どうかを決めるのは知的ハンディのあるその人自身であり，その判断ができるよ

う，ハンディの自己認識と性知識を高めるために学校と社会でさまざまな取り組

みが継続的に行なわれている．いまも知的ハンデイのある親とその子どもの両方

の立場に立った支援のための議論が続いているが，ここに至るまでには長い年月

を要した社会ダーウィニズムの勃興期という社会背景があったとはいえ，知的

ハンディのある人たちに対する 1920年代の優生主義思想は擁護できるものでは

ない．しかしオッテセン＝イェンセンが生涯を通して尽力した避妊教育の普及と

中絶の権利の書留尋，そして学校における性教育の実施がスウェーデン社会と家族

のあり方を大きく変え，さらにはのちに，知的ハンディのある人たちの結婚，妊

娠，出産を含めた人生にも直接的，間接的に影響を与えたことは間違いない．

37 Socials明白血（加5: 15-16). 
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